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2025年 11月 13日 

各  位 

会 社 名 西川ゴム工業株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長 社長執行役員 小川 秀樹 

（コード番号 5161   東証スタンダード） 

問 合 せ 先 グローバル経営戦略本部 総務部長 山本 隆司  

 （TEL：082－237－9371） 

 

 

訴訟の判決確定による影響額と 

2026年３月期第２四半期（中間期）業績予想値と実績値の差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2025年９月 26日に公表いたしました訴訟の判決確定が当期業績に与えた影響額および 2025年５月 14日に

公表いたしました 2026 年３月期第２四半期（中間期）累計期間（2025年４月１日～2025 年９月 30日）の業

績予想値と本日公表の実績値との差異について、お知らせいたします。 

 あわせて 2026年３月期通期（2025年４月１日～2026 年３月 31日）業績予想を下記のとおり修正いたしま

したので、お知らせいたします。 

  

記 

 

１．訴訟の判決確定による影響額 

   更正処分取消しに伴う過年度法人税等の還付額：1,139百万円 

   中間連結損益計算書における過年度法人税等に計上しております。 

 

２．2026 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 55,000 3,000 3,700 2,200 56.97 

今回実績値（B） 57,349 3,979 4,736 4,289 111.85 

増 減 額（B－A） 2,349 979 1,036 2,089  

増 減 率（％） 4.3 32.7 28.0 95.0  

（ご参考）前中間期実績 
61,216 4,102 3,741 2,090 54.17 

（2025年３月期中間期） 

（注）当社は、2025 年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当該株式分割に

ついては、前中間連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して１株当たり中間純利益を算定しております。 
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３．2026 年３月期通期業績予想数値の修正（2025 年４月１日～2026 年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 110,000 6,600 8,000 4,200 108.77 

今回修正予想（B） 112,000 6,700 8,300 6,000 169.70 

増 減 額（B－A） 2,000 100 300 1,800  

増 減 率（％） 1.8 1.5 3.8 42.9  

（ご参考）前期実績 
120,639 7,324 7,617 3,957 102.49 

（2025年３月期） 

（注）当社は、2025 年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当該株式分割に

ついては、前連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

 

４．実績との差異および修正の理由 

当中間連結会計期間の連結業績につきましては、売上高は北米において為替が想定レートよりも円高に推移し

ましたが、当社受注台数の増加により、前回予想を上回る結果となりました。利益につきましては、売上高の増

加に加え、為替の寄与や更正処分の取消しに伴う過年度法人税等の還付金などにより、営業利益、経常利益およ

び親会社株主に帰属する中間純利益ともに前回発表予想を上回る結果となりました。 

 

しかしながら通期の連結業績予想数値につきましては、上期の実績を踏まえつつも、下期における半導体の供

給不足懸念による自動車生産の減産リスクなどを見込み、上記のとおり修正いたします。 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が入手している情報および合理的であると判断

する一定の前提に基づいております。実際の業績等は、これらの様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があ

ります。 

 

以  上 

 


